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損保２（問題）

【 第 Ⅰ 部 】

問題１．次の文章は、ある損害保険会社に勤務する X氏と Y氏の会話であり、損害保険の損益分析に用

いる指標のひとつである損害率について話しているものである。これを読み、次の（１）～（３）

の各問に答えなさい。なお、本問においては損害率の計算に損害調査費は含めないものとする。

（１）各１点 （２）３点 （３）１点 （計８点）

X氏：損害保険各社の損害の実態を比較するために、各社のペイド・ツー・リトン・ベーシス・ロ

ス・レシオを比較してみています。

Y氏：ペイド・ツー・リトン・ベーシス・ロス・レシオは ① を ② で割って計算されるので、

直観的に理解しやすく計算も容易なのですが、損害の実態とは関係ない要因で変動してしま

うという留意点もありますね。たとえば、ある事業年度の期首に新たに発売された商品の、

当該事業年度におけるペイド・ツー・リトン・ベーシス・ロス・レシオを計算する場合、実

態と比較してどのようになるかを考えてみましょう。

X氏：（ A ）。

Y氏：そのとおりです。このような欠点を補い、損害の実態をより反映する損害率のひとつとして、

インカード・ツー・アーンド・ベーシス・ロス・レシオが挙げられます。

X氏： ③ を ④ で割って計算されるものですね。危険負担や損害の実態をよく反映できる有

用な指標であると理解しています。

Y氏：そうですね。ただし、いつでも実態を完全に反映することができるわけではなく、たとえば

（ B ）といった可能性に留意が必要です。

（１）文中の①～④にあてはまる適切な語句を、次の語群から選択して記入しなさい。

語群：正味収入保険料、未経過保険料、既経過保険料、正味支払保険金、発生損害額、支払備金

（２）文中の（ A ）にあてはまる適切な説明を記載しなさい。解答にあたっては、この場合のペイ

ド・ツー・リトン・ベーシス・ロス・レシオが実態と比べて過大・過少のいずれになりやすいか、

およびその理由を簡潔に記載しなさい。

【300文字以内】

（３）文中の（ B ）にあてはまる、インカード・ツー・アーンド・ベーシス・ロス・レシオが損害

の実態から乖離しうる要因について、例を１つ挙げなさい。

【100文字以内】
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問題２．次の（１）～（３）の各問に答えなさい。

各４点 （計１２点）

（１）IBNR備金に関するスクリーニングの概要について説明しなさい。

【400文字以内】

（２）再保険に付した保険契約に係る支払備金を積み立てない場合に留意すべき事項について、特に責

任準備金と支払備金との特性の相違の観点から説明しなさい。

【400文字以内】

（３）損害保険会社における第三分野保険に関する次の事項の概要について説明しなさい。

・第三分野保険の保険リスクに備えるための責任準備金の制度

・保険計理人の確認業務のうち、第三分野保険の責任準備金に固有のもの

【400文字以内】
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問題３．次の（１）～（４）の各問に答えなさい。

各５点 （計２０点）

（１）損害保険会社のリスク管理においてリスクの軽減のみを過度に重視することについて、そのよう

なリスク管理が必ずしも適切とはいえない理由を説明しなさい。その上で、より適切と考えられる

リスク管理のあり方について、簡潔に説明しなさい。

【400文字以内】

（２）モデルガバナンスにおいてインプットデータの品質が重要となる理由を、簡潔に説明しなさい。

また、インプットデータの品質を確保するための対応策について、例を２つ挙げなさい。

【400文字以内】

（３）次の①、②の各問に答えなさい。

① 損害保険会社が繰延税金資産を計上するにあたっては、その回収可能性について十分な検討と

慎重な決定が必要となるが、その理由を簡潔に説明しなさい。

【200文字以内】

② 繰延税金資産を計上した後に「回収」するとは、次のような一連の事象を指すと考えられる。

(i) ある事業年度に将来減算一時差異が発生し、繰延税金資産を積み立てること

(ii) その翌事業年度以降に、税金負担が軽減されること

このような一連の事象の例を１つ挙げ、それが上記(i)(ii)に当てはまることが分かるよう、内

容を簡潔に説明しなさい。解答にあたっては、「賞与引当金」（全額が一時差異に該当する）が関

連する例について記載してもよいし、それ以外の例について記載してもよい。なお、繰延税金資

産の回収可能性はあるものとして解答しなさい。

【200文字以内】

（４）IBNR備金の見積りにあたっては、保険金等の特性に応じて適切に計算単位を区分することが重

要である。区分する際の観点のひとつである「保険事故が発生してから保険金が支払われるまでに

要する期間」について、保険種類、補償の種類等の具体例にも触れながら説明しなさい。

【400文字以内】
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問題４．当事業年度末の決算における大規模自然災害モデルに関連した次の（１）～（５）の数値を計

算しなさい。なお、計算にあたっては【前提条件】の各項目を参照すること。また、計算結果は、

すべて小数点以下第１位を四捨五入して整数で答えなさい。

各２点 （計１０点）

（１）自然災害リスクに対応した未経過保険料（自然災害リスク考慮前の未経過保険料に加算する金額

ではなく、自然災害リスクに対応した未経過保険料の総額を解答しなさい）

（２）自然災害リスクに対応した異常危険準備金の積立上限額（算出方法書の積立上限額との比較は考

慮しない）

（３）自然災害リスクに対応した異常危険準備金の最低繰入額（算出方法書の最低繰入額との比較は考

慮しない）なお、最低繰入額は、下表に記載の大規模自然災害ファンド・推定支払保険金・

超過確率を用いて計算しなさい。

（４）ソルベンシー・マージン基準の巨大災害リスクにおける地震災害リスク額

（５）ソルベンシー・マージン基準の巨大災害リスクにおける風水災害リスク額

【前提条件】（当事業年度・過去の事業年度ともに同じ）

 想定している損害保険会社は火災種目のみ元受保有しており、出再・受再は行っていないもの

とする。また家計地震保険は保有していない。

 事業年度末の未経過保険料（自然災害リスク考慮前）150

 事業年度に対応する保険料の額 400

 事業年度の事業費実績 100

 事業年度の発生損害率 70％（ただし大規模自然災害リスクに係るものを除くと 60％）

 再現期間別の推定支払保険金および大規模自然災害ファンドは次のとおり。
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【 第 Ⅱ 部 】

問題５．現在、経済価値ベースの新たなソルベンシー規制の導入にむけた検討が行われている。損害保

険会社における本規制に関連した検証態勢の整備の重要性について説明し、態勢整備にあたって

の留意点および当該検証におけるアクチュアリーの役割について所見を述べなさい。

【2,000文字以内】

（２０点）
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問題６．次の（１）、（２）の各問に答えなさい。

各１５点 （計３０点）

（１）自動車保険を販売しているある損害保険会社では、チェインラダー法を用いて支払備金の見積り

を行う際の計算単位を「車両」、「対人」、「対物」および「その他」に区分している。近年、「車両」

および「対物」の区分において支払保険金単価の上昇が認められており、当期末の支払備金見積り

においては、この単価上昇を何らかの方法で反映すべきと考えている。実際に反映する場合に考え

られる方法、その他反映にあたって検討すべき事項、留意すべき事項等について説明しなさい。

【1,500文字以内】

（２）ある損害保険会社では、AIを用いたMachine Learning（機械学習）による支払備金の見積りを検

討している。支払備金の見積り業務に AIを活用することの意義・課題等について、アクチュアリ

ーとしての所見を述べなさい。解答にあたっては、財務会計決算における支払備金の計上額の算出

業務に AIによる見積り結果を使用するための検討課題に必ず触れつつ、適宜それ以外の観点から

も論じなさい。

【1,500文字以内】


